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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はベースラインで腹部超音波検査による腎の形態学的評価に加えて血清クレアチ

ニン値とeGFRの経時的な評価を行い、ベースラインの腎の超音波検査所見と2年後のeGFR

低下率との関連を検討したものである。その結果、身長で補正した腎皮質径と2年後のeGFR

の低下率との間に有意な相関関係がみられた。また、身長で補正した腎皮質径が2年後の

eGFR低下率の最も強い予測因子であることが示された。2年間で30%以上のeGFRの低下およ

び透析導入をエンドポイントとしたところ、身長で補正した腎皮質径が感度72.5%、特異度

80.0%の予測能を有することが判明した。本論文の内容は、腎不全の進行予測の新しい方法

として、腹部超音波検査による腎皮質径の測定が有用であることを示唆するものであり、

慢性腎臓病の診療において、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


